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研究成果の概要（和文）： 

 口唇口蓋裂患者では披裂による筋肉の断裂の影響等から外鼻に大きな変形が見られる。
近年われわれの施設では、手術前の外鼻形態矯正の目的で、外鼻形態矯正装置(nasal stent: 
以下 ステント)を付与したホッツ型人工口蓋床を装着して手術前治療を行っている。本研
究ではその治療効果の評価を試みた。その結果ステント付与前と口唇形成術術前の時期に顔
面計測を行い、治療効果の検討を行った。ステント治療により鼻柱の傾斜の減少、鼻柱の長さ
の増大、鼻孔の高さの増大が認められ、口唇形成術による外鼻の形態改善に有用と考えられた。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Nasal deformity caused by muscle interruption is a serious problem for cleft lip and/or 
palate patients. Presurgical nasoalveolar molding (PNAM) was introduced to correct 
nasal structure before lip plasty. We had applied PNAM technique with Hotz appliance 
and nasal stent. In this study, we had tried to evaluate the efficacy of PNAM. 
 Reductions of columella inclination, increase of columella length and nostril height 
were observed after PNAM treatment. A favorable reshaping of nose was achieved by 
PNAM. These changes lead to improved nasal symmetry for CLP patients. 
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１．研究開始当初の背景 

口唇口蓋裂患者の治療に際しては哺乳・構

音障害といった機能的な改善はもちろんで

あるが、口唇や外鼻の審美的回復の要求も強

い。口唇口蓋裂患者では口唇の披裂だけでな

く、披裂による筋肉の断裂の影響等から外鼻

に大きな変形が見られ、患者および家族の審

美的回復の要求は高い。口唇裂形成手術は通

常生後数ヶ月時に行われるが、手術のみによ

る鼻形態の回復は困難で、手術前にあらかじ

め外鼻形態の矯正を行い、手術の効果を向上

させる試みがいろいろとなされてきた。愛知

学院大学歯学部附属病院口唇口蓋裂センタ

ーでは、口唇口蓋裂患者の手術前治療として

初回手術の前に、外鼻形態矯正を目的に鼻孔

レティナを、顎発育誘導・哺乳改善を目的に

Hotz 型人工口蓋床を装着して治療効果を向

上させてきた。鼻孔レティナは 1980 年頃よ

り主に術後の変形防止に用い、現在では術前

の外鼻形態矯正、術後の発育時の形態誘導に

も用いている。Hotz 床については、われわれ

は1984年からZurichシステムの口唇口蓋裂

治療を参考として一貫治療の中に組み込み、

どちらも優れた治療効果をあげ、その成果も

報告してきた。ホッツ床は受診後、可能な限

り早期に装着した結果、手術前には披裂幅の

減少や歯槽形態は改善するが、外鼻形態改善

の効果は見られなかった。そこで最近では手

術前の外鼻形態矯正をより確実にするため、

外鼻形態矯正装置（ステント）を付与したホ

ッツ型人工口蓋床を装着して手術前治療を

行ってきた。 

 

 

 

 

 

 

 

２．研究の目的 

術前顎矯正の効果に関して randomized 

trial を行った結果、発育状態、術後の顔貌や

上顎の形態、母親の満足度においても有意な

差は見られないという報告が Dutchcleft 

group 等から報告されている。 

 そこで今後治療を継続していくうえで、術

前顎矯正の治療効果を客観的に判定するこ

とが必要と考えられる。これまでの治療効果

の判定は、初診時および口唇裂形成術直前に

撮影した顔面写真を口腔外科専門医が主観

的に判断していたが、治療効果は定量的に評

価することが必須であると考え、本研究を立

案した。 

本研究の目的は、従来人間の主観的な判

断で行ってきた術前矯正前後ならびに口唇

裂形成術前後の顔面（口唇・外鼻）形態変

化の評価を定量的に行い、治療の評価を客

観的に実施するための顔面形状計測・評価

システムを開発することであった。本研究

では、非接触型３次元座標計測装置（レンジ

ファインダー）を用いて顔面３次元形状の情

報を持った顔面クラウド（曲面を一定のピッ

チで計測することにより得られるデータ群）

を得る。このクラウドより顔面特徴点を定義

して顔面特徴点の抽出を試みる。これによっ

て治療前後の外鼻や口唇の形態を客観的に

評価し、治療の効果と限界を数値化して評価

する。この方法は口唇口蓋裂や顎変形症の治

療効果の判定にも適用が可能で、口腔外科疾

患の治療効果の定量的判定に有用性が高い

と考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

３．研究の方法 

本研究ではレンジファインダーを用いた

顔面計測システムの開発と臨床データの収

集を行った。液晶レンジファインダーのデー

タを用いて、顔面形状データの定量化を試み

た。 

(1)顔面形態計測システムの開発 

レンジファインダによる３次元形態計測

機器であるVIVIDを用い、レンジファインダ

装置で得られる顔面クラウドをもとに顔面

距離画像をワーヤーフレームモデルで表示

する。このようにして得られた画像から示

す顔面のlandmarkを抽出する。 

① 顔面形態計測システムの開発 

顔面形状自動計測のアルゴリズムを考え、

それをもとに顔面形態自動計測システム

を開発する。 

② 計測データの収集 

口唇口蓋裂患者にステントを付与したホ

ッツ型人工口蓋床を装着して手術前矯正

治療を行い、顔面形状データを収集した。 

(2) 臨床効果の定量的評価 

 システムを用いてステントを付与したホ

ッツ型人工口蓋床を装着して手術前矯正治

療を行った患者のデータを用いて、治療効果

を定量的に評価した。 

 

 

 

４．研究成果 
(1)顔面形態計測システム 
 レンジファインダより得られた距離画像
データより、顔面特徴点の抽出を行った。 
この処理にはメディックエンジニアリング
社製  三次元形状解析ソフトウェア 
3D-Rugle を用いた。 
 
(2) 臨床効果の評価 
 口唇口蓋裂センターを受診した患児に可
能な限り早期に Hotz 床を装着し、さらにス
テントを付与して、口唇形成術までの間に鼻
柱の延長と鼻翼軟骨の変形の改善を行った。 
 ステント付与前と口唇形成術術前の時期
に顔面計測を行い、治療効果の検討を行った。
ステント治療により鼻柱の傾斜の減少、鼻柱
の長さの増大、鼻孔の高さの増大が認められ
た。 
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